予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業振興費
	事業名: 新新ブランド農産物ＰＲ事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　農政部　農産物流通課　地産地消係　電話番号：058-272-1111（内2855）

　　　　　　　E-mail：c11444@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,000千円（前年度予算額：　0千円）
	事業内容


	１　事業の概要


　平成２０年度から県試験研究機関と生産者団体や企業等が一体となって新たな地域ブランドとなる新品目づくりを進めてきており、生産の取組が進められている品目を新ブランド農産物として、「ぎふ清流国体・ぎふ清流大会」において関連行事や開催期間中の競技会場等で、県内外の多くの選手・監督等大会関係者や県民等にＰＲを行ってきた。

　今後これら新ブランド農産物の産地化を図る中で、ブランド農産物として位置付けを確立するため、新たな需要・消費拡大に向けた取組み支援する。

（１）観光産業と連携したコースメニュー開発と試食ＰＲ会の開催
　　　地産地消の取組に関心の高いホテル組合と連携して、新ブランド農産物であるカ
ジカ、夏秋イチゴを使用した新たなコースメニューの開発を行うとともに、県内の

料理人を招いた試食会を開催して、新たな需要拡大を図る。
（２）菓子産業と連携した菓子開発と試食ＰＲ会の開催

　　　県内の菓子協会等と連携して、新ブランド農産物である早生柿（早秋、太秋）、

栗（ぽろたん）を使用した新たな菓子の開発を行うとともに、県内の一般消費者を
招いた試食会を開催して、消費拡大を図る。
（３）開発製品の試験販売の実施
　　　新ブランド農産物を使用し、新たに開発した菓子等を岐阜県農業フェスティバル

においてテスト販売を行い、消費者の意見を聞きながら商品のブラッシュアップを図る。
	２　所要経費


（１）観光業界と連携したコースメニューの開発と試食ＰＲ会の開催　　　746千円
（２）食品産業と連携した菓子開発と試食ＰＲ会の開催　　　　　　　　　918千円
（３）開発した製品の試験販売の実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　336千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	2,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事務事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	　「ぎふ清流国体・ぎふ清流大会」等の場を活用して、県内外の多くの消費者に対して“お披露目（ＰＲ活動）”した新ブランド農産物の生産拡大を見据えて、観光産業等とのタイアップによる、これら品目の販路開拓及び需要拡大を図り、“ひるがの高原いちご”“ぎふ清流カジカ(仮)”等の地域ブランド化を通じて、生産者の所得向上と産地の競争力向上につなげる。




（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	早生柿（早秋・太秋）の作付面積
	16ha
（H21）
	（H22）
	23ha  
（H23）
	30ha
（H27）
	77％


	ぽろたん栗の出荷量
	0kg
（H21）
	（H22）
	376kg  
（H23）
	1,200kg
（H27）
	31％


	夏秋いちごの出荷量
	32t
（H21）
	（H22）
	40.5t  
（H23）
	50t
（H27）
	81％


	カジカ生産量
	（H21）
	（H22）
	4万匹　
（H24）
	10万匹
（H27）
	40％



（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
・「高橋尚子杯ぎふ清流マラソン」上位入賞者へのフランネルフラワーの贈呈や霜降り豚肉の試食等の実施

・「国体１００日前イベント」でのフランネルフラワーを使用した会場装飾等の実施

・アクティブＧ、岐阜シティ・タワー４３の飲食店と連携して新ブランド品目（霜

降り豚肉、カジカ、夏秋イチゴ）を使用したメニュー開発と「ぎふエキ　花とグ
ルメのミナモフェア」の開催

・岐阜メモリアルセンター「清流ミナモ広場」での展示・ＰＲの実施

・新ブランド品目の産地近隣の競技会場において生産者団体（フェアリーホワイト、

瑞浪ボーノポーク、早秋柿）によるＰＲを実施　




（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
（１）ぎふ清流国体・ぎふ清流大会等を通じて、県内外の多くの方に新ブランド農産

物を知ってもらうことができた。

（２）アクティブＧ、岐阜シティ・タワー４３で開催した「ぎふエキ花とグルメのミナモフェア」では、参加した飲食店から瑞浪ボーノポークの取引希望が出されるなど、販路拡大につなげることができた。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	（評価）

○


	ぎふ清流国体・ぎふ清流大会を契機に、生産拡大に向けた気運が強く、生産量が増加する中で、これら品目の販路、需要拡大を図り、一層のブランド化を推進することが重要である。

	・事業の有効性（指標の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：期待した効果がある、△：一定の効果がある、×：期待した成果がほとんどない

	（評価）

○

	　ぎふ清流国体・ぎふ清流大会では、消費者に向けたＰＲ活動を中心に実施しており、今後は販路、需要拡大に向けホテル・飲食店や菓子店等の実需者に軸足を置いたＰＲ活動を展開する。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある、×：効率化が図られていない

	(評価)

○
	　販路、需要拡大の対象を絞り、効果的なＰＲ活動を実施する。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　新ブランド品目は新たに生産が始まった品目であり、販路、需要拡大を図る上で生

産量や流通形態を十分に把握しながら事業を実施する必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　生産量を把握しながら、順次継続して販路、需要拡大を図っていく。


